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受験番号  氏 名  

 

１ 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないで下さい。 

 

２ 問題はリスニング問題と筆記問題があります。印刷がかすれて見にくい場合

は、申し出て下さい。 

 

３ 問題用紙・解答用紙に受験番号・氏名を必ず記入して下さい。 

 

４ 解答は、解答用紙の指定された場所に記入して下さい。 

 

５ 試験終了の合図まで静かに着席していて下さい。 

 

６ すべて、監督の先生の指示にしたがって下さい。 

 

７ 問題用紙も回収します。 
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リスニング問題（放送による指示に従って答えなさい。） 

問題１ 次の対話と質問を聞き、その答えとしてもっとも適当なものを( ア )～( エ )の中から 1 つ 
選び記号で答えなさい。 

 
1. ( ア ) She plays tennis. 
  ( イ ) She plays soccer. 
  ( ウ ) She goes to the park. 
  ( エ ) She goes to the restaurant. 
 
2. ( ア ) In his bedroom. 
  ( イ ) In the kitchen. 
  ( ウ ) At school. 
  ( エ ) At the library. 
 
3. ( ア ) At 7:00 a.m. 
  ( イ ) At 7:30 a.m. 
  ( ウ ) At 8:00 a.m. 
  ( エ ) At 8:30 a.m. 
 
4. ( ア ) One hour. 
  ( イ ) Two hours. 
  ( ウ ) Three hours. 
  ( エ ) Four hours. 
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問題２ No.1～10 までそれぞれ 3 つの英文を聞き、絵の内容を最もよく表しているものを 
(A)~(C)の中から 1 つ選びなさい。 

 1.                           2.                3.   

 
 
 
 
 
 
 
 
4.                    5.                 6. 
 
 
 
                                                    
 
 
 
 
7.                            8.                            9. 
 
 
 
 
 
 
 
 
10. 
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筆記問題 
１ それぞれの絵に対して最も適切な説明を(ア)～(オ)の中から 1 つずつ選び、記号で答えなさい。 
 
1.                                           2. 
 
 
 
 
 
 
3.                                           4. 
 
 
 
 
 
 
5. 
 
 
 
 
 
 
( ア ) 
This is black and white. It cannot fly, but it can swim. 
 
( イ ) 
This is from China. It is black and white. It likes bamboo. 
 
( ウ ) 
This is pink, black or brown. It has short legs and a broad nose. 
 
( エ ) 
This is from Australia. It sleeps for a long time. It likes eucalyptus. 
 
( オ ) 
This is very big. It has a long nose and big ears. It walks very slowly. 
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２ それぞれの絵に対して最も適切な説明を( ア )～( オ )の中から 1 つずつ選び、記号で答え 
なさい。 

1.                                          2. 
 
 
 
 
 
 
 
3.                                          4. 
 
 
 
 
 
 
 
5. 
 
 
 
 
 
 
( ア ) 
She is cooking in the kitchen. 
 
( イ ) 
She is washing dishes in the kitchen. 
 
( ウ ) 
She is playing baseball on the ground. 
 
( エ ) 
She is playing the piano in her room. 
 
( オ ) 
She is teaching in her classroom. 
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３ 地図を見て、☆の地点からどの場所までの道順を説明しているのかを(ア)～(ウ)より選びなさい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
1．Go up this street, and turn left at the first corner.  

Then, go along the street, and you’ll find it on your right. 
 
      ( ア ) bank    ( イ ) supermarket   ( ウ ) hospital     
 

2．Go up this street, and turn right at the second corner.  

Then, go along this street. It’s in front of the park. 

You’ll find it on your left. 

      ( ア ) station    ( イ ) police   ( ウ ) supermarket 
 
 
 
 
 



6 
 

４ 次の絵を読んで、各問いに答えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. ピザ屋はいつオープンしますか。 

( ア ) 4 月 23 日  ( イ ) 5 月 23 日  ( ウ ) 6 月 23 日 
 

2．ピザ屋について、あてはまらないものを下から選び、記号で答えなさい。 
( ア ) ピザ屋がオープンする場所は star building の 6 階である。 
( イ ) ピザ屋の開店時間は午前 11 時から午後 10 時までである。 
( ウ ) ピザ屋で 2 枚ピザを買うと、もう 2 枚無料でもらうことができる。 

  
3. 次の質問の答えとして正しいものを(ア)～(ウ)の中からひとつ選び記号で答えなさい。 
    How much is the pizza? 
    ( ア ) It’s seven dollars. 
    ( イ ) It’s eight dollars. 
    ( ウ ) It’s nine dollars. 

Pizza shoP 
is oPening 

in oUR ToWn 
DaTe：aPRil 23, saTURDay 

PlaCe: sTaR BUilDing 6Th flooR 

Time: 11 am～10 Pm 

PRiCe: 8 DollaRs 

 

When you buy two pizzas, 
You’ll get one more pizza! 

Don’t miss it! 



原稿これから、リスニングテストを始めます。問題用紙の１ページを見なさい。リスニングテ

ストはすべて放送による指示で行います。リスニングテストの問題には、問題 1 と問題 2 の２つ

があります。それぞれ全体を通して２回ずつ読まれます。問題用紙の余白にメモをとってもかまい

ません。答えは全て解答用紙に書きなさい。（２秒の間） 
｛問題 1 ｝ 
問題 1 は、英語による対話文を聞いて、英語の質問に答えるものです。 
対話と質問を聞き、その答えとして最も適切なものを(ア)～(エ)の中から一つ選びなさい。 
では始めます。(3 秒の間) 
 
1. A: Yumi, what do you do on Fridays? 

B: I play soccer in the gym. 
Question: What does Yumi do on Fridays? 

 
2. A: Is Tom in his bedroom? 

B: No, he’s at the library, and Emma is at school. 
Question: Where is Tom? 

 
3. A: Ami, What time did you get up this morning? 

B: I got up at 7:30, but I usually get up at 8:00. 
Question: What time did Ami get up this morning? 

 
4. A: Is this movie two hours long, Jenny? 

B: No, Bob. It’s three hours long. 
Question: How long is the movie? 

 
｛問題 2 ｝ 
問題 2 は、(A)～(C)の三つの英文を聞き、その中から絵の内容を最も表しているものを一つ選びな

さい。では始めます。(3 秒の間) 
 
Question (1)  
(A) This desk is clean.  (B) This desk is dirty.  (C) This desk is funny. 
 
Question (2)  
(A) It’s sunny today.  (B) It’s cloudy today.  (C) It’s rainy today. 
Question (3) 
(A) Take care, Eri!  (B) Happy birthday, Eri!   (C) That’s too bad, Eri. 
 
Question (4)  
(A) There is a girl’s festival in January. 
(B) There is a girl’s festival in February. 
(C) There is a girl’s festival in March. 



Question (5) 
(A) The family was excited because they went to the amusement park. 
(B) The family was sad because they went to the amusement park. 
(C) The family was angry because they went to the amusement park. 
 
Question (6)  
(A) Are you sleepy?  (B) Are you hungry?  (C) Are you tired? 
 
Question (7)   
(A) I walked with my friends all night. 
(B) I talked with my friends all night. 
(C) I sang with my friends all night. 
 
Question (8)  
(A) This is a famous shrine. 
(B) This is a famous museum. 
(C) This is a famous theater. 
 
Question (9)  
(A) We like swimming very much. 
(B) We like playing volleyball very much. 
(C) We like dancing very much. 
 
Question (10)  
(A) He wants to be a baseball player. 
(B) He wants to be a basketball player. 
(C) He wants to be a soccer player. 
 
（１5 秒間）以上で、リスニングテストを終わります。３ページ以降の問題に答えなさい。 



受験番号 氏名

4 1 2 3
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4 52 1 2 3
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筆記問題
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   2022年度　淑徳SC中等部　英語  2月１日（火）実施　解答用紙              

リスニング問題

1 1 2 3

3 4 5

8 9 10
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受験番号 氏名

模範解答

4 1 ア 2 ウ 3

5 ア /15

3 1 ウ 2 ア /8

/15

2 1 エ 2 イ 3 オ 4 ウ

3 ア 4 オ 5 ウ

C 10 C /30

筆記問題

A 96 A 7 B 8

1 1 イ 2 エ

/20

2 1 A 2 C 3 B 4 C 5 A

   2022年度　淑徳SC中等部　英語  2月１日（火）実施　模範解答              

リスニング問題

1 1 イ 2 エ 3 イ 4 ウ





　 年度　

淑徳ＳＣ中等部

入学試験問題

算　数
分 点

第 回
　 月 日 火 　

【注意事項】

　 　試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないで下さい。

　 　問題は１～５まであります。印刷がかすれてみにくい場合は、申し出て下さい。

　 　問題用紙・解答用紙に受験番号 氏名を必ず記入して下さい。

　 　解答は、解答用紙の指定された場所に記入して下さい。

　 　試験終了の合図まで静かに着席していて下さい。

　 　すべて、監督の先生の指示にしたがって下さい。

　 　問題用紙も回収します。

受験番号 氏名



次の計算をしなさい。１

　

　

　

　

　

　



次の問いに答えなさい。２

　 　分速 の速さで 時間進んだとき何 進みますか。

　 　 と と の最小公倍数を求めなさい。

　 　午後 時 分の 分前は何時何分ですか。午前 午後を含め答えなさい。

　 　 枚のコインがある。そのうち ％のコインが偽物でした。偽物のコインは何枚ですか。

　 　 人のお客が来た。男性と女性の割合は であった。女性のお客さんは何人か。

　 　 のうち最も大きい数を求めよ。



次の問いに答えなさい。３

　次の図の角ア，イ，ウ，エ，オ，カの合計は何度か求めなさい。

ア

イ

ウ
エ

オ

カ

　次の図形は，半径 の円の をいくつか組み合わせて作ったものです。

　　この図形のまわりの長さを求めなさい。ただし，円周率は とする。



春子さんは家から５５０ｍ離れた駅に向かっています。４

家を出発して分速３５ｍの速さで歩いていましたが，途中に上り坂があり，

坂道では歩く速さが分速２０ｍになりました。坂道を上った後は，走って駅まで向かいました。

次のグラフは春子さんの動きを表したものです。このとき，次の問いに答えなさい。

分（家）

（駅）

　坂道を歩いた時間は何分ですか。

　春子さんが走り始めたのは家を出てから何 のところですか。

　走ったときの速さは分速何 ですか。



次の文章は算数の授業での会話である。５

　　　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　

春子：数が全部で 個並んでいますね。

先生：これらをすべて足すと になります。次の数の並びを見てみましょう。

　　　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　□　　 　…

春子：…というのは何でしょうか。

先生：同じ法則でこの先も続いていることを表しています。

春子：この数の並びはどのような法則で並んでいるのですか。

先生：隣り合っている数の差を考えてみるとわかりますよ。

春子： …　なるほど、 ずつ増えているんですね。

　□に入る数を答えよ。

先生：こんな数の並びもあります。

　　　　　 　　 　　 　　 　　 　…

先生： 番目の数が で 番目の数が 、 番目の数が ですね。少しずつ減っていますね。

春子：これは、差を考えると、 …

先生：そうですね。差を考えると数の並びの法則が分かりますね。

　 番目の数を答えよ。

先生：次の数はどのように並んでいるのか分かりますか。

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　…

先生：この数の並びも差と考えると良さそうですね。

春子： …

先生： から つおきに考えると、

　　 　　 　　 　… となります。

　　　このとき、元の数の並びの 番目、 番目、 番目、 番目…となっていますね。

春子： 番目、 番目、 番目、 番目、 番目　…と抜き出すと、

　　 　　 　　 　　 　… となるんですね。

先生：よく気づきましたね。 番目以降で何番目なのかは 番ずつ増えていくのに、数は ずつ増えます。

　　　この法則を使っていけば、どの数が何番目にあるかも分かります。

　下線部の数の並びで、 は何番目にあるか。





１

午 時 分

枚 人

２

　※答えのみでもよい３

式または考え方 式または考え方

答 答度

※答えのみでもよい４

式または考え方

式または考え方

式または考え方

答 分

答

答 分速

※答えのみでもよい５

式または考え方

式または考え方

式または考え方

答

答

答 番目

受験

番号

氏

名

評

点

　　 年度　　淑徳 中等部　　　第１回　　　　算数解答用紙



１

午 時 分

枚 人

前

２

　※答えのみでもよい３

式または考え方 式または考え方

答 答度

※答えのみでもよい４

式または考え方

式または考え方

式または考え方

答 分

答

答 分速

※答えのみでもよい５

式または考え方

式または考え方

式または考え方

答

答

答 番目

受験

番号

氏

名

評

点

　　 年度　　淑徳 中等部　　　第１回　　　　算数解答用紙



⑩ ⑩ ③ ③ ⑫ ④ ③ ⑥ ⑨ ③ ⑧
2×5 2×5 3×４ ３×２ ３×３ 2☓４

【４】 【３】

1 1 問 問 問 問 問 問 問 問 問
七 六 五 三 二 六 四 三 二

Ａ f ａ 1 Ａ あ f ａ

い

2 2
Ｂ

g ｂ う g ｂ
Ｂ

2
え

3 3 Ｃ

h ｃ h ｃ

4 4

Ｄ 氏名
i ｄ Ｃ i ｄ

5 5

j ｅ j ｅ

ち

ア

対

面

し

そ

こ

で

実

日

本

語

セ

ン

ス

帰

国

子

短

歌

の

五

歌

を

詠

む

お

な

る

な

が

っ

てし

出

か

け

意

④

感

が

充

満

し

た

日

常

で

起

こ

る

営

み

。

ら

し

に

根

ざ

、

生

活

や

の

こ

全

て

足
感

際

七

を

し
情

臭

や

生

活

実

必

要

と

た

非

根

火

貸

手

聞

刀

機

長

異

女

変

わ

り

者

に

は

、

パ

ー

ト

ナ

ー

が

⑩ ⑩
1×10 1×10

【１】【２】

一

む
ち
ゃ

姿

上

手

に

問問
四

⑤

人

々

の

暮

今

の

気

持

淑
徳
S
C
中
等
部

ウ

延
長

ふ
か
け
つ

二
〇
二
二
年
度

模
範
解
答

自
覚

ほ
　
し
て

役
割

エ

伝
達

問
一

ウつ

な

が

る

つ

ア

問
五

直

接

国
語

せ
じ

解
答
用
紙

絶
好

き
び
　
し
さ

な
さ
　
け

基
本

講
義

裏

熱
　
く

反
論

入
学
試
験

(

第
１
回

)

イ
2/１
（火）

効
率

受 験 番 号

招
集

い

る

興
味

思

数

が

三

十

一

だ

っ

た

か

ら

。

・

七

・

五

・

七

・



【４】 【３】

1 1 問 問 問 問 問 問 問 問 問
七 六 五 三 二 六 四 三 二

Ａ f ａ 1 Ａ あ f ａ

い

2 2
Ｂ

g ｂ う g ｂ
Ｂ

2
え

3 3 Ｃ

h ｃ h ｃ

4 4

Ｄ 氏名
i ｄ Ｃ i ｄ

5 5

j ｅ j ｅ

解
答
用
紙

　
　
　
け

国
語

　
　
　
し
さ

受 験 番 号

入
学
試
験

(

第
１
回

)

　
　
　
　
く

2/１
（火）

四 一 五

淑
徳
S
C
中
等
部

二
〇
二
二
年
度

問 問 問 問

　
　
　
し
て

一

【２】 【１】
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問
六

―
線
５
「
た
め
し
に
短
歌
を
一
首
詠
ん
で
み
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
督
促
女
王

は
ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
れ
ば
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
か
。
文
章
中
か
ら
五
字
で
ぬ
き

出
し
な
さ
い
。

問
七

―
線
６
「
さ
っ
き
ま
で
の
絶
対
こ
と
わ
ら
な
き
ゃ
っ
て
い
う
頑
な
な
気
持
ち
は

揺
ら
い
で
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
心
情
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の

を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

初
め
て
詠
ん
だ
短
歌
を
ほ
め
ら
れ
、
気
持
ち
を
言
葉
と
し
て
表
現
で
き
る
こ
と
が

心
地
よ
か
っ
た
か
ら
。

イ

初
め
て
詠
ん
だ
短
歌
の
で
き
に
満
足
し
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
た
か
ら
。

ウ

初
め
て
詠
ん
だ
短
歌
に
お
世
辞
を
言
っ
て
も
ら
っ
て
気
が
引
け
、
挑
戦
し
な
い
と

申
し
訳
な
い
と
感
じ
た
か
ら
。

エ

初
め
て
詠
ん
だ
短
歌
の
評
価
が
よ
く
、
音
の
数
を
そ
ろ
え
る
言
葉
選
び
に
奥
深
さ

を
感
じ
た
か
ら
。

【３】

次
の
１
～
５
の□

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
字
が
入
り
ま
す
。
当
て
は
ま
る
漢
字
を

入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

１

前
代
未□

２

単□

直
入

３

心□

一
転

４

意
味
深□

５

大
同
小□

【４】

次
の
１
～
５
の□

に
は
、
漢
字
一
字
が
入
り
ま
す
。
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入
れ
て
、

慣
用
句
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

（
問
題
例
）

□

を
決
め
る

（
正
答
）

腹

１

□

の
打
ち
所
が
な
い

…
…
完
全
で
あ
る
。

２

□

に
も
つ

…
…
う
ら
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
。

３

□

を
見
る
よ
り
明
ら
か

…
…
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

４

耳
を□

す

…
…
相
手
の
相
談
に
の
る
。

５
□

を
や
く

…
…
め
ん
ど
う
が
見
切
れ
ず
、
も
て
あ
ま
す
こ
と
。



- 6 -
2022「国語」第１回

な
い
け
ど
、
ぶ
っ
た
切
っ
た
感
じ
が
で
て
い
る
よ
。
」

督
促
女
王
の
言
う
「
ぶ
っ
た
切
っ
た
感
じ
」
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
わ
た
し

は
何
だ
か
む
ず
が
ゆ
く
な
っ
た
。

ほ
め
ら
れ
た
。
悪
い
気
分
じ
ゃ
、
な
い
。

「
花
岡
さ
ん
、
才
能
あ
る
か
も
よ
。
も
っ
と
詠
ん
で
よ
、
マ
レ
ー
シ
ア
語
の
短
歌
。
」

「
ウ
ソ
だ
。
才
能
だ
な
ん
て
、
大
げ
さ
で
す
。
お
ｉ
世
辞
と
か
言
わ
な
く
て
い
い
で
す
か

ら
。
」

「
お
世
辞
じ
ゃ
な
い
よ
。
」

「
…
…
で
も
。
」

「
パ
ー
ト
ナ
ー
、
引
き
受
け
て
く
れ
る
？
」

「
…
…
え
っ
と
。
」

６
さ
っ
き
ま
で
の
絶
対
こ
と
わ
ら
な
き
ゃ
っ
て
い
う

頑
か
た
く

な
な
気
持
ち
は

揺ゆ

ら
い
で
い

た
。ど

う
す
る
…
…
。

短
歌
な
ん
て
ｊ
キ
ョ
ウ
ミ
な
か
っ
た
。

隣
と
な
り

に
い
る
こ
の
人
の
こ
と
も
よ
く
知
ら
な
い
。

で
も
。

わ
た
し
の
な
か
に
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を
注
入
さ
れ
た
み
た
い
に
、
や
っ
て
み
た
い

気
持
ち
が
ぷ
く
ぷ
く
と

膨ふ

く

ら
ん
で
い
く
。

だ
っ
て
、
胸
の
な
か
か
ら
言
葉
を
短
歌
に
し
て
押
し
出
し
た
ら
、
気
持
ち
が
よ
か
っ
た

か
ら
。

そ
れ
な
ら
。

「
や
っ
て
み
ま
す
。
」

ま
だ
揺
ら
い
で
い
た
気
持
ち
を
ぐ
っ
と
振
り
切
っ
た
。

（
こ
ま
つ

あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
』
）

問
一

線
部
ａ
～
ｊ
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

―
線
１
「
ギ
ン
コ
ウ
？
も
う
来
て
る
け
ど
」
と
あ
り
ま
す
が
、
督
促
女
王
が
言

っ
て
い
る
ギ
ン
コ
ウ
と
は
何
の
こ
と
で
す
か
。
文
章
中
か
ら
十
一
字
で
ぬ
き
出
し
な

さ
い
。

問
三

―
線
２
「
学
校
帰
り
に
寄
り
道
し
な
が
ら
単
語
カ
ー
ド
に
書
き
込
む
だ
け
な

ら
、
一
人
で
も
変
わ
ら
な
い
の
に
…
…
」
と
あ
り
ま
す
が
、
督
促
女
王
が
他
の
人
を

誘
っ
て
吟
行
を
行
う
理
由
を
文
章
中
か
ら
十
六
字
で
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。

問
四

―
線
３
「
あ
、
も
し
か
し
て
！
（

）
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、

（

）
に
入
る
理
由
を
文
章
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
字
以
内
で
答
え

な
さ
い
。

問
五

―
線
４
「
だ
か
ら
ね
、
花
岡
さ
ん
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
。
こ
れ

か
ら
、
一
緒
に
吟
行
し
て
く
れ
な
い
？
」
と
あ
り
ま
す
が
、
花
岡
さ
ん
が
こ
の
誘
い

を
断
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。
次
の
文
の

に
当

て
は
ま
る
言
葉
を
、
文
章
中
か
ら
Ａ
・
Ｂ
は
三
字
、
Ｃ
・
Ｄ
は
四
字
で
ぬ
き
出
し
な

さ
い
。

・
短
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
な
く
、

Ａ

の

Ｂ

を
心
配
し
て
い
る
か
ら
。

・

Ｃ

と
い
う
だ
け
で
も
目
立
つ
の
に
、

Ｄ

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
。



- 5 - 
2022「国語」第１回 

吟
行
し
て
く
れ
な
い
？
」 

「
わ
た
し
、
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
」 

「
そ
う
。
短
歌
は
一
人
で
も
詠
め
る
。
で
も
ね
、
そ
れ
じ
ゃ

刺
激

し

げ

き

が
な
い
。
上
手
に
な

る
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
な
の
。
一
緒
に
短
歌
を
詠
も
う
よ
。
」 

 

督
促
女
王
が
身
を
乗
り
出
し
た
分
、
わ
た
し
は
後
ろ
に
体
を
引
い
た
。 

「
む
、
無
理
だ
と
思
い
ま
す
！
短
歌
な
ん
て
詠
ん
だ
こ
と
な
い
し
。
二
年
半
も
マ
レ
ー
シ

ア
に
い
た
か
ら
、
日
本
語
の
セ
ン
ス
と
か
な
い
と
思
う
の
で
す
！
」 

 

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。 

 

わ
た
し
は
今
日
の
昼
休
み
の

朋と

も

香か

ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
て
い
た
。
督
促
女
王
が
教
室

に
入
っ
て
き
た
と
き
の
あ
き
れ
た
よ
う
な
顔
。
き
っ
と
ほ
か
の
み
ん
な
も
、
同
じ
よ
う
に

督
促
女
王
は
変
わ
り
者
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

そ
ん
な
人
と
仲
よ
く
し
た
ら
？ 

 

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ん
か
に
な
っ
た
ら
？ 

も
と
も
と
帰
国
子
女
っ
て
い
う
シ
ー
ル
が
ぺ
っ
た
り

貼は

ら
れ
て
い
る
の
に
、
変
わ
り

者
っ
て
い
う
シ
ー
ル
が
も
う
一
枚
増
え
ち
ゃ
う
よ
。 

 

ダ
メ
だ
、
絶
対
断
ら
な
き
ゃ
！ 

「
マ
レ
ー
シ
ア
…
…
？
花
岡
さ
ん
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
い
た
の
？
」 

 

督
促
女
王
は

呆
然

ぼ
う
ぜ
ん

と
し
た
顔
に
な
っ
て
い
た
。
き
っ
と
、
ど
ん
な
国
か
、
イ
メ
ー
ジ

が
わ
か
な
い
ん
だ
ろ
う
な
。 

「
転
校
生
だ
っ
て
こ
と
は
知
っ
て
た
け
ど
、
場
所
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
短
歌
は
難
し

く
考
え
な
く
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
。
季
節
の
言
葉
を
い
れ
な
く
て
い
い
ん
だ
し
。
今
の
気

持
ち
を
詠
め
ば
い
い
。
ど
ん
な
風
景
だ
っ
て
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
て
短
歌
に
な
る
ん
だ

よ
。
」 

 

督
促
女
王
は
あ
き
ら
め
な
い
。
相
手
が

逃に

げ
た
が
っ
て
い
る
と
、
さ
ら
に

押お

し
が
強

く
な
る
な
ん
て
。 

 

じ
り
じ
り
と
追
い
つ
め
ら
れ
て
背
中
が

壁か

べ

に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
。 

「
５
た
め
し
に
短
歌
を
一
首
詠
ん
で
み
て
。
」 

「
そ
ん
な
、
ｆ
無
茶
…
…
。
何
も
う
か
ば
な
い
で
す
。
」 

「
じ
ゃ
あ
、
わ
た
し
が
最
初
の
五
、
七
、
五
を
詠
む
。
続
き
の
七
、
七
を
花
岡
さ
ん
が
考

え
る
っ
て
い
う
の
は
ど
う
？
」 

督
促
女
王
は
し
ば
ら
く
目
を
閉
じ
て
口
に
人
さ
し
指
を
当
て
て
か
ら
、
ぱ
ち
り
と
ま
ぶ

た
を
開
い
て
単
語
カ
ー
ド
に
何
か
書
き
込
ん
だ
。 

 

は
い
ど
う
ぞ
、
と
督
促
女
王
は
わ
た
し
に
単
語
カ
ー
ド
を
差
し
出
し
た
。 

『
無
理
や
り
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
吟
行
は
』 

 

無
理
や
り
っ
て
ｇ
ジ
カ
ク
し
て
た
の
か
。 

 

も
う
や
だ
、
こ
う
な
れ
ば
ヤ
ケ
だ
。 

 

督
促
女
王
は
さ
っ
き
、
今
の
気
持
ち
を
詠
め
ば
い
い
と
言
っ
て
い
た
。 

 

そ
れ
な
ら
、 

『
早
く
帰
ろ
う
ジ
ュ
ン
パ
ラ
ギ
！
』 

 

こ
れ
が
わ
た
し
の
初
め
て
の
短
歌
だ
っ
た
。 

「
ジ
ュ
ン
パ
ラ
ギ
っ
て
何
？
」 

 

単
語
カ
ー
ド
を
見
た
督
促
女
王
が
首
を

傾か

し

げ
た
。 

「
マ
レ
ー
シ
ア
語
で
『
バ
イ
バ
イ
』
で
す
。
正
確
に
は
、
『
ま
た
後
で
会
い
ま
し
ょ
う
』

っ
て
い
う
意
味
で
す
け
ど
。
」 

 

わ
た
し
は
ど
ん
ど
ん

頬ほ

お

が
ｈ
ア
ツ
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

「
で
た
ら
め
な
歌
で
す
み
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
、
へ
た
く
そ
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
セ
ン
ス

な
い
と
思
い
ま
す
。
」 

「
へ
え
、
い
い
じ
ゃ
ん
。
」 

 

パ
チ
パ
チ
パ
チ
。
ま
さ
か
と
思
っ
た
け
ど
、
督
促
女
王
は

拍
手

は
く
し
ゅ

を
し
て
い
た
。 

「
ジ
ュ
ン
パ
ラ
ギ
っ
て
言
葉
の

響ひ

び

き
が
お
も
し
ろ
い
。
字
足
ら
ず
で
七
音
に
は
な
っ
て
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「
歌
を
詠
む
？
」 

「
そ
う
、
商
店
街
を
歩
き
な
が
ら
、
ず
っ
と
わ
た
し
は
短
歌
を
つ
く
っ
て
た
。
」 

「
短
歌
っ
て
、
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
シ
チ
シ
チ
の
あ
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
？
」 

「
ち
ょ
っ
と
。
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
！
っ
て
何
か
の

応
援

お
う
え
ん

み
た
い
じ
ゃ
な
い
。
五
、
七
、

五
、
七
、
七
だ
よ
。
」 

督
促
女
王
が
口
元
に
こ
ぶ
し
を
当
て
て
、
ぷ
っ
と

吹ふ

き
出
し
た
。
今
日
初
め
て
見
る

表
情
に
、
わ
た
し
の

緊
張

き
ん
ち
ょ
う

も
少
し
ほ
ぐ
れ
た
。 

「
こ
れ
が
今
日
詠
ん
だ
歌
。
」 

 

督
促
女
王
は
単
語
カ
ー
ド
を
わ
た
し
に
渡
し
た
。 

「
英
単
語
じ
ゃ
な
く
て
、
歌
を
詠
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
…
…
。
」 

 

単
語
カ
ー
ド
に
は
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
の
細
い
線
で
何
か
フ
レ
ー
ズ
が
書
か
れ
て
い
た
。
横

書
き
だ
し
、
一
瞬

い
っ
し
ゅ
ん

短
歌
に
見
え
な
か
っ
た
。 

「
『
ほ
っ
と
い
て
「
か
わ
い
い
」
の
声
聞
く
た
め
に
長
い
耳
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
』

こ
れ
っ
て
…
…
？
」 

「
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
う
さ
ぎ
の
気
持
ち
を
詠
ん
だ
の
。
」 

（
中
略
） 

「
口
に
出
し
て
読
ま
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と

恥は

ず
か
し
い
な
。
」 

 

督
促
女
王
は

肩か

た

を
す
く
め
た
。 

 

わ
た
し
は
も
や
も
や
し
て
い
た
。
督
促
女
王
が
短
歌
を
好
き
な
の
は
分
か
っ
た
け
ど
…

…
。 

「
ど
う
し
て
、
わ
た
し
を
誘
っ
た
の
で
す
か
？
」 

 

２
学
校
帰
り
に
寄
り
道
し
な
が
ら
単
語
カ
ー
ド
に
書
き
込
む
だ
け
な
ら
、
一
人
で
も
変

わ
ら
な
い
の
に
…
…
。
そ
れ
に

誰だ

れ

か
と

一
緒

い
っ
し
ょ

に
行
く
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
わ
た
し
だ

っ
た
ん
だ
ろ
う
。 

「
あ
な
た
の
出
席
番
号
。
」 

 

督
促
女
王
は
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
こ
ち
ら
を

試た

め

す
よ
う
に

微
笑

ほ

ほ

え

ん
だ
。 

「
出
席
番
号
は
…
…
三
十
一
。
」 

 

転
入
生
の
わ
た
し
に

与あ

た

え
ら
れ
た
出
席
番
号
は
ク
ラ
ス
の
最
後
、
三
十
一
番
だ
。 

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
？
」 

「
い
や
、
ア
イ
ス
は
短
歌
と
関
係
な
い
で
し
ょ
。
ヒ
ン
ト
は
足
し
算
。
」 

「
３
あ
、
も
し
か
し
て
！
（ 

 
 
 

 
 
 

）
。
」 

「
そ
う
。
三
十
一
。
七
海

な
な
う
み

さ
ん
が
あ
な
た
の
督
促
状
を
書
い
て
い
る
と
き
に
気
が
つ
い
た

の
。
そ
れ
で
わ
た
し
が
お
誘
い
を
書
き
足
し
た
っ
て
わ
け
。
」 

「
お
誘
い
と
い
う
か
ｅ
シ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
命
令
…
…
。
」 

 

督
促
女
王
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
は
ぼ
そ
っ
と
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
今
ま
で
は
ど
な
た
か
と
吟
行
を
な
さ
っ
て
い
た
の
で
す
か
？
」 

「
ヒ
ミ
ツ
。
」 

 

督
促
女
王
は
目
を
伏
せ
て
そ
の
長
い

髪か

み

を
さ
わ
っ
た
。 

ん
？ 

 

あ
れ
、
も
し
か
し
て
…
…
？ 

「
そ
の
人
と
い
る
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
詠
み
た
く
な
っ
た
。
朝
歩
い
て
る
と
き
に
落
っ

こ
ち
て
る
空
き

缶か

ん

と
か
、
骨
が
一
本

壊こ

わ

れ
て
る
折
り
た
た
み

傘が

さ

と
か
、
そ
ん
な
も
の

で
も
…
…
。
」 

 

督
促
女
王
は
何
か
を

振ふ

り
切
る
よ
う
に
首
を
横
に
振
っ
た
。 

「
で
も
、
そ
の
人
と
は
も
う
吟
行
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
」 

 
わ
た
し
の

勘か

ん

が
正
し
け
れ
ば
。 

 

き
っ
と
男
の
子
だ
。
彼
氏

か

れ

し

、
か
も
し
れ
な
い
。 

も
と
も
と
大
人
び
て
い
る
督
促
女
王
と
の
差
が
、
さ
ら
に
ぐ
ん
と
広
が
っ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。 

「
４
だ
か
ら
ね
、
花
岡
さ
ん
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
。
こ
れ
か
ら
、
一
緒
に
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問
五

―
線
３
「
井
戸
端
会
議
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
考
え
る
井
戸
端
会
議
と
は

ど
の
よ
う
な
営
み
と
い
え
ま
す
か
。
文
章
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
五
字
以
内
で

答
え
な
さ
い
。

問
六

―
線
４
「
相
手
と
他
愛
も
な
い
話
を
し
た
り
雑
談
し
て
い
る
と
い
う
点
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り
と
『
井
戸
端
会
議
』
は
、
同
じ
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
り
ま
す

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
井
戸
端
会
議
が
異
な
る
点
を
二
点
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
～
点
」
に

つ
な
が
る
よ
う
に
一
つ
は
二
十
字
で
、
も
う
一
つ
は
四
十
五
字
で
初
め
の
五
字
を
ぬ

き
出
し
な
さ
い
。

【２】

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
学
二
年
生
の

花
岡

は
な
お
か

沙さ

弥や

は
父
の
仕
事
の
都
合
で
家
族
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
二
年
半

滞
在

た
い
ざ
い

し
て
い
た
。
九
月
に
帰
国
し
、
地
元
の
中
学
校
に
転
入
し
て
二
週
間
が
た
っ
た
。
中

学
校
で
は
木
曜
日
の
給
食
の
時
間
に
な
る
と
、
図
書
委
員
が
図
書
室
で
借
り
た
本
を
延
滞

し
て
い
る
生
徒
の
と
こ
ろ
に

督
促

と
く
そ
く

状
を
配
る
仕
事
が
あ
る
。
沙
弥
の
と
こ
ろ
に
も
、
督

促
状
を

渡わ

た

し
に
、
図
書
委
員
の
中
で
有
名
な
督
促
女
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
三
年
の
佐
藤

莉
々
子

り

り

こ

が
来
た
。
沙
弥
が
よ
そ
見
を
し
た

隙す

き

に
、
話
し
た
こ
と
も
な
い
督
促
女
王
か
ら

放
課
後
呼
び
出
し
の
手
紙
を
机
に
置
か
れ
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
出
か
け
よ
う
と
無
理
や
り

誘さ

そ

わ
れ
た
。

督
促
女
王
が
向
か
っ
た
先
は
小
さ
な
公
園
だ
っ
た
。

わ
た
し
も
小
学
生
の

頃こ

ろ

は
た
ま
に
遊
ん
で
い
た
そ
の
公
園
に
、
今
日
は
子
ど
も
の
ａ
ス

ガ
タ
は
な
い
。
ペ
ン
キ
の
は
が
れ
か
け
た
遊
具
た
ち
が
心
細
げ
に
見
え
る
。

さ
っ
き
か
ら
督
促
女
王
は
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
ず
っ
と
単
語
カ
ー
ド
に
何
か
書
き

込こ

ん
だ
り
め
く
っ
た
り
考
え
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。

手
持
ち

無
沙
汰

ぶ

さ

た

な
わ
た
し
は

水
筒

す
い
と
う

の
麦
茶
を
飲
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
も
も
う
飲

み
ｂ
干
し
て
し
ま
っ
た
。

「
あ
の
う
、
明
日
、
英
語
の
テ
ス
ト
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
？
」

沈
黙

ち
ん
も
く

に

耐た

え
ら
れ
ず
に
、
わ
た
し
は
き
い
た
。

警
戒

け
い
か
い

心
と

遠
慮

え
ん
り
ょ

が
混
ざ
っ
て
二
人
分
く
ら
い
の

距
離

き

ょ

り

を
置
い
て
座
っ
て
い
る
わ
た

し
に
は
、
督
促
女
王
の
手
元
の
単
語
カ
ー
ド
は
よ
く
見
え
な
い
。

「
銀
行
に
行
く
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
１
ギ
ン
コ
ウ
？
も
う
来
て
る
け
ど
。
」

「
え
、
だ
っ
て
閉
ま
っ
て
い
た
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
」

わ
た
し
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
た
銀
行
を
思
い
出
し
な
が
ら
ｃ
ハ
ン
ロ
ン
し
た
。

「
も
し
か
し
て
、
ギ
ン
コ
ウ
っ
て
、
お
金
を

貯た

め
た
り
下
ろ
し
た
り
す
る
、
あ
の
銀
行

だ
と
思
っ
て
た
わ
け
？
」

督
促
女
王
は
単
語
カ
ー
ド
を

膝ひ

ざ

の
上
に
置
い
て
、
賢

か
し
こ

い
ネ
コ
の
よ
う
な
す
ま
し
た

眼ま

な

差
し
で
わ
た
し
を
見
た
。

「
は
い
…
…
。
お
金
を
貯
め
た
り
、
下
ろ
し
た
り
、
強
盗

ご
う
と
う

が
入
っ
た
り
す
る
あ
の
銀
行
以

外
に
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
何
だ
、
て
っ
き
り
分
か
っ
て
る
ん
だ
と
思
っ
て
た
。
黙だ

ま

っ
て
つ
い
て
く
る
ん
だ
も

ん
。
」

督
促
女
王
は
ち
ょ
っ
と
あ
き
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。

ど
う
や
ら
、
銀
行
強
盗
に
な
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

わ
た
し
は
胸
を
な
で
下
ろ
す
。
怖こ

わ

く
て
黙
っ
て
つ
い
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
、

と
は
言
え
な
い
。

「
バ
ン
ク
の
銀
行
じ
ゃ
な
く
て

吟
行

ぎ
ん
こ
う

。
吟
行
っ
て
い
う
の
は
、
歌
を

詠よ

む
お
出
か
け
の

こ
と
。
」

督
促
女
王
は

鞄
か
ば
ん

か
ら
取
り
出
し
た
プ
リ
ン
ト
の
ｄ
ウ
ラ
に
漢
字
を
書
い
た
。
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と
く
、
そ
こ
は
人
々
が
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、
語
り
合
い
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
４
相
手
と
他
愛
も
な
い
話
を
し
た
り
雑
談
し
て
い
る
と
い
う
点
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
や
り
と
り
と
「
井
戸
端
会
議
」
は
、
同
じ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
大
き
く
二
つ
の
点

で
こ
れ
ら
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
直
接
対
面
し
て
や
り
取
り
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
で
す
。
「
井
戸
端
」

は
ま
さ
に
、
近
所
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
で
、
人
々
は
、
お
互
い
の
様
子
や
表

情
を
確
認
し
な
が
ら
雑
談
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
相
手
の
様
子
を
見
て
、
表
情
を
見
て
、

何
を
感
じ
、
考
え
て
い
る
の
か
を
推
し
量
り
な
が
ら
、
楽
し
い
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
す

る
も
の
で
す
。
（

え

）
直
接
的
で
対
面
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
※
３

醍
醐
味

だ

い

ご

み

や
面
白
さ
が
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
一
つ
は
、
そ
こ
で
実
際
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
か
ら
決
し
て
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

な
い
日
常
的
な
営
み
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
井
戸
」
は

暮
ら
し
に
絶
対
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
水
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
場
所
で

す
。
そ
し
て
近
所
の
人
々
は
「
水
」
を
得
る
た
め
に
「
水
」
を
使
う
た
め
に
「
井
戸
」
に

集
ま
り
、
そ
こ
で
「
会
議
」
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
す
な
わ
ち
「
井
戸
端
会
議
」

と
は
、
人
々
の
暮
ら
し
か
ら
遊
離
し
た
、
ど
こ
か
遠
い
空
間
で
起
こ
る
営
み
で
は
な
く
、

常
に
、
人
々
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
、
人
々
の
生
活
臭
や
生
活
実
感
が
充
満
し
た
日
常
で
起

こ
る
営
み
と
言
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
近
所
の
人
と
雑
談
し
た
く
て
人
々
が
「
井
戸
端
」
に

集
ま
っ
て
く
る
か
ら
こ
そ
「
会
議
」
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
こ
が
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
「
井
戸
端
」
と
い
う

象
徴

し
ょ
う
ち
ょ
う

的
な
場
所
で
あ
り
、
直
接
的
な

対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ｊ
キ
ホ
ン
だ
と
い
う
点
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り
は

異
質
だ
と
思
う
の
で
す
。

（
好
井
裕
明
『
「
今
、
こ
こ
」
か
ら
考
え
る
社
会
学
』
）

※
１

固
有
…
…
そ
の
物
だ
け
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
。

※
２

変
貌
…
…
姿
や
様
子
な
ど
が
す
っ
か
り
変
わ
る
こ
と
。

※
３

醍
醐
味
…
…
本
当
の
面
白
さ
。
深
い
味
わ
い
。

問
一

線
部
ａ
～
ｊ
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

（

あ

）
～
（

え

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

な
ぜ
な
ら

イ

ま
さ
に

ウ

そ
れ
か
ら

エ

で
も

問
三

―
線
１
「
ま
さ
に
ス
マ
ホ
が
彼
に
も
た
ら
し
た
固
有
の
新
た
な
『
生
の
状
態
』

だ
と
思
う
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
が
彼
に
も
た
ら
し
た
こ
と
と
し
て
適

切
な
も
の
を
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
ゲ
ー
ム
や
動
画
鑑
賞
し
な
い
と
、
話
題
に
つ
い
て
い
け
ず
孤
独

な
感
情
を
も
つ
こ
と
。

イ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
常
に
親
し
い
人
や
知
人
、
赤
の
他
人
と
の
情
報
共
有
を
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
感
情
を
も
つ
こ
と
。

ウ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
孤
独
を
感
じ
て
し
ま
い
、
い
や

だ
と
い
う
感
情
を
も
つ
こ
と
。

エ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
安
心
を
得
よ
う
と
す
る
、
ス
マ
ホ
依
存
に
は
な
り
た
く
な
い
と

い
う
感
情
を
も
つ
こ
と
。

問
四

―
線
２
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
確
か
に
『
業
務
連
絡
』
す
る
に
は
、
便
利
な
ツ
ー
ル
で

す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
業
務
連
絡
以
上
の
ツ
ー
ル
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
次
の
文
の

に
当
て
は
ま
る
言

葉
を
、
文
章
中
か
ら
Ａ
は
四
字
、
Ｂ
は
七
字
、
Ｃ
は
五
字
で
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

Ａ

た
め
で
は
な
く
、
「

Ｂ

こ
と
」
自
体
を
認
識
し
、
「
つ
な
が

っ
て
い
た
い
」
と
い
う

Ｃ

を
確
か
め
る
だ
け
の
ツ
ー
ル
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
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【１】 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

「
自
分
自
身
の
場
合
、
親
や
友
だ
ち
と
の

連
絡

れ
ん
ら
く

、
動
画

鑑
賞

か
ん
し
ょ
う

、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
等
の

娯ご

楽ら

く

が
ａ
不
可
欠
な
ｂ
ヤ
ク
ワ
リ
で
す
。
（
中
略

ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
友
だ
ち
で
も
知
人
で
も

知
人
で
は
な
い
人
で
も

誰だ

れ

と
で
も
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
僕

は
ち
な
み
に
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
四
年
目
な
ん
で
す
が
、
使
い
始
め
の

頃こ

ろ

は
と
い
う
と

『
絶
対
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
業
務
連
絡
し
か
し
な
い
よ
』
な
ん
て
親
や
友
達
に
言
っ
て
い
ま
し

た
。
（ 

あ 

）
四
年
た
ち
、
気
づ
け
ば

僕ぼ

く

に
と
っ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
友
だ
ち
と
つ
な
が

る
ｃ
ゼ
ッ
コ
ウ
の
ア
プ
リ
と
化
し
ま
し
た
。→
ｄ
情
け
な
い
！
（
中
略
）
つ
ま
り
僕
の
心
の

中
に
は
誰
か
と
い
つ
も
つ
な
が
っ
て
い
た
い
、
孤
独
な
状
態
は
い
や
だ
！
ひ
と
り
は
い
や

だ
と
い
う
よ
う
な
感
情
・
考
え
が
不
可
欠
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
使

え
る
ス
マ
ホ
が
あ
た
り
ま
え
の
も
の
に
な
っ
た
の
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
」 

 

私
は
、
大
学
の
ｅ
コ
ウ
ギ
で
ス
マ
ホ

依
存

い

ぞ

ん

に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
あ

る
男
子
学
生
は
コ
ウ
ギ
内
容
を
う
け
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
こ
う
書
い
て
い
ま
し
た
。
彼
に
と

っ
て
、
ス
マ
ホ
は
「
あ
た
り
ま
え
」
の
も
の
で
あ
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
使
っ
て
、
つ
ね
に
親
し
い
人
や
知
人
、
知
人
で
は

な
い
人
に
つ
な
が
る
た
め
の
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
す
。 

 

ゲ
ー
ム
や
動
画
鑑
賞
は
、
時
間
つ
ぶ
し
か

暇ひ

ま

つ
ぶ
し
、
趣
味

し

ゅ

み

の
時
間
の
ｆ
エ
ン
チ
ョ

ウ
線
上
で
ス
マ
ホ
と
つ
き
あ
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
「
孤
独
」
で
あ
り
、
「
孤
独
」
は
い
や

だ
、
と
い
う
感
情
を
も
た
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
１
ま
さ
に
ス
マ
ホ
が
彼

に
も
た
ら
し
た
※
１

固
有
の
新
た
な
「
生
の
状
態
」
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

２
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
確
か
に
「
業
務
連
絡
」
す
る
に
は
、
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。
あ
る
集
ま

り
の
な
か
で
の
情
報
ｇ
デ
ン
タ
ツ
、
情
報
共
有
を
ｈ
コ
ウ
リ
ツ
よ
く
達
成
で
き
る
と
私
も

思
い
ま
す
。
「
業
務
連
絡
」
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
彼
の
な
か
で
、
い
つ
し
か
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
親
し
い
人
、
知
人
、
赤
の
他
人
と
つ
な
が
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
※
２

変
貌

へ
ん
ぼ
う

し

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
つ
な
が
る
た
め
で
は
な
く
、
「
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
」
自
体
を
確
か
め
る
た
め
だ
け
の
、
「
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」
と
い
う
意
思
や
感

情
を
確
か
め
る
だ
け
の
ツ
ー
ル
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
と
思
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
う
と
き
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

話
を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
別
に
大
し
た
話
で
は
な
い
、
た
だ
の
雑
談
だ

し
、
い
ち
い
ち
覚
え
て
い
る
ほ
ど
の
内
容
で
は
な
い
、
と
い
う
返
事
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
長
い
文
章
は
書
か
な
い
し
、
面
白
い
ス
タ
ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
ス

タ
ン
プ
を
う
ま
く
使
え
ば
、
相
手
に
い
ち
い
ち
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
、
自
分
の
気
持
ち

は
伝
わ
る
し
。
こ
ん
な
返
事
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
話
の
中
身
じ
ゃ
な
い
よ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
や
り
と
り
す
る
こ
と
自
体
が
面
白
い
し
、
意
味
あ
る
こ
と
な
ん
だ
。
こ
ん
な
返
事

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
返
事
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
と
、
私
の
な
か

で
「
３
井
戸

端ば

た

会
議
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

「
井
戸
端
会
議
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
近
所
に
住
ん
で
い
る

奥お

く

さ
ん
た
ち
が
、
井

戸
端
に
集
ま
っ
て
、
皿
を
洗
っ
た
り
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

雑
談
し
、
談
笑
す
る
。
そ
こ
に
い
な
い
人
の
悪
口
や

噂
う
わ
さ

で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
そ
う
か

と
思
え
ば
、
普
段
の
暮
ら
し
の
ｉ
厳
し
さ
や
し
ん
ど
さ
を

愚ぐ

痴ち

る
、
そ
の
意
味
で
重
い

雑
談
に
な
っ
た
り
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
さ
に
親
し
い
人
や
知
人
が
集
ま
り
、
つ
な

が
る
場
で
あ
り
、
語
り
合
う
と
い
う

実
践

じ
っ
せ
ん

で
し
た
。 

 
「
で
し
た
」
と
私
は
過
去
形
で
語
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
過
去
の
情
景
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
（ 

い 

）
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
も
は
や
「
井
戸
」
は
あ
た
り
ま
え
の
も

の
で
は
な
い
の
で
す
。
（ 

う 

）
私
が
子
ど
も
の
頃
で
あ
っ
た
昭
和
の
時
代
ま
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め
に
、
近
所
の
人
々
は
「
井
戸
」
を
共
有
し
、
「
井
戸
」
を
活
用
し
ま
し
た
。
当
然
の
ご



 
 

受験番号  氏名  

 
 

2022 年度 
 

 

 淑徳ＳＣ中等部 
 

入学試験問題 
 

国 語 
（４５分・１００点） 

 

第１回 
 

 2月 1日（火） 

 

 
１ 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないで下さい。 
 
２ 問題は【１】～【４】まであります。印刷がかすれて見にくい場

合は、申し出て下さい。 
 
３ 問題用紙・解答用紙に受験番号・氏名を必ず記入して下さい。 
 
４ 解答は、解答用紙の指定された場所に記入して下さい。 
 
５ 試験終了の合図まで静かに着席していて下さい。 
 
６ すべて、監督の先生の言うことにしたがって下さい。 
 
７ 問題用紙も回収します。 

【注意事項】 
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